
界

史

料

類

纂

総

目

次

堺

市

立

図

書

館

蔵



「
堺

史

料
類

纂

総
目

次
」

刊

行

に
あ

た

っ

て

「
堺
史
料
類
纂
一
は
明
治
三
十

葦

望

の

嚢

奮

的
と
し
て
堺
史
編

萎

曇

に
よ
つ
て
調
査
収
集
さ
れ

窪

料
の
稿
本
で

あ
る
・

塞

曇

は

塁

月
中

葎

奮

を

奮

長
と
し
て
和

墨

太
郎
、

寺
田
兵
次
鄭
、

広

豊
、

日
下
元
隆
の
諸
氏
を

奮

と
し
て
組

警

れ
・

村
瀬
秀
実
氏

姦

嚢

と
し
て
資
料
の
収
集
調

奮

慧

つ
た
が
、

こ
・

襲

の

萎

は

萎

さ
れ
ず
、

翌
年

早

々

に

解

散

し

た

模

様

で

あ

る
。

こ
の

婁

科
類
纂
は

墨

二
十

葦

享

の
刊
本
・

写
本
、

蓄

、
雑
誌

重

着

鴛

関
係
あ
る
箇
所
の

警
、

調
査
書
、

そ

の
他

馨
・

嚢

・

墓

録

着

言

・

宗

議

九
冊
、

学
芸
部
十
冊
、

地
理

奨

冊
、

風
俗
部
一
冊
、

緊

部

毒

、

警

部
二
・

冊
・

奏

部
三
冊
・

嚢

部
三
冊
・

嚢

部
一
冊
、

要

撃

葵

冊
、

捨

華

冊
の
部
門
別
に

嚢

さ
れ
て
い
る
個

婁
・

「
嚢

育
一

と
し

義

げ

書

の
は

二
一
十

菱

の
今

皇

の

管

次
の
刊
行
に
際
し
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

そ
の
殆
ん
ど
が
現
存
し

ξ

た
め
・

編

萎

・

碧

年
の
不
明
の
も
の
、

あ

負

は
刊
本
、

写
社
、

古

蕃

等
の
区
別
の
つ
き
難
い

も
の
等
・

甚

茱

完
全

奄

の

差

つ
ち

裏

・
こ
の

管

次

隻

い
て
は

寒

の
関
係
上
犬
部
分
を
当

嚢

字
に
改
め
た
。

昭
和
三
十
六
年
三
月

堺

市

立

図

書

館

’１一



抜

牽

書

圓

開

口
杜

如

意

宮

縁

起

’

開

日

神

社

礼

祭

神

考

石
津
汰
杜
神
杜
由
来
並
二
縁
起

石

山

旧

録

和

泉

国

旧

跡

延

宝

九

年

・

和
泉
名
所
図
会

竹
原
書
朝
斎
画

寛
政
七
年

伊
勢

や

日

向

の

物

語

一
休
諸
国
物
語
図
会

引
接
寺
縁
起

謡

と

能

犬

和
困

建

樹

編

明

治

三

二

雫

雲
葺
雑
誌

柳
沢
漢
園
著

絵
本
石
山
軍
記

絵
本
難
波
戦
記
薙
話

・

延

喜
式

神

名

帳

延
長
寺
相
続
之
記
録

犬
阪
覇
目
新
聞

明
組
三
四
ｒ
三
五
年

犬

阪

毎

日

新

聞
堺

周

報

明

治

三

四

－

三

五

年

犬
隅
国
風
土
記

犬
寺
縁
起

群

書

類

従

、

塙

保

巳
一

編

毛
吹
箪

松
江
重
頼
薯

寛
氷
一
五

年

言
海

犬
槻
文
彦
編

明
治
二
四
年

．
工

芸

志

料

墨

川

真

頼

繍

明
治

一

〇

牢

紅

谷

庵

縁

起

紅
谷
庵
梵
利
建
立
論

向
泉
寺
安
産
鏡
晋
縁
起

向
泉
寺
縁
起

蕎
卿
雑
書

皇
朝
歴
代
史

光

明

院

縁
起

慶
史
案

木
村
正
辞
編

明
治
一
五
年

稲

本

国

史

眼

帝

国
犬

学

編

年

史

編

纂

掛

編

明
治
二
三
年

国
史
酪

岩
垣
松
苗
編

弱
治
一
一
年

古
箏
記

国
花
万
葉
記
巻
孟

和
泉
寓

骨

董

集

山

東

京

伝

薯

文

化
一

〇

年

古
帳
雑
記
写

・
子

安

船

玉

十

一

面

観

世

晋

賂

縁

起

記

翁

天

満

宮

酪

縁

起

翁
物
語

跨
染

久
松

野

崎

村

ノ

段

曲

亭

馬

琴

薯

御
伽
百
物
語

青
木
鷺
水
著

室
永
三
隼

堺
府
郷
校
記

瘡
神
杜
修
覆
働
進
録

外
交
史
稿

外
務
省
編

明
治
一
七
年

峨
山
逸
話

聴

耳
世

闘

狙

上

田

秋

成

著

奇
書
集
覧

北
野
縁
起

旧

箏

記

近

松

卯

平

兵

蔵

校
訂

京
伝
傑
作
集

旭
蓮
社
縁
起

琴

曲

独

稽

古

．

鮮

物

館

繍

明
治

三

二

年

金
魚
養
玩
草

安
達
喜
之
薯

近
古
史
談

大
槻
磐
漢
薯

元
治
元
年

近
郷
名
家
人
名
録

櫛
筒
寺
縁
起

群
賢
押
譜

予

安

船

玉

両

願
之

観

世

音

儀

記

縁

起

堺
鑑

衣
笠
一
閑

貞
享
元
年

堺
史
談

河
盛
彦
三
郎
薯

明
治
二
七
年

、
堺

史

談

会

誌

第

三

巻

堺

新

聞
第

一

－

五

号

＾
明

治

二

穴

隼
一

〇

月
）

左
海
人
名
録

九
宝
閑
民
編

堺
段
通
商
事
歴

堺

麗

竈

署

独
案
内

弘
化

塞

西

郷

家

役

肩

銀

帳

．

真

田

三

代

記

酒

造

月

報
．

明

治

二

三

－

三

五

年

勝
地
吐
懐
編

契
伸
著

元
藤
五
年

続

圓
本

記

聖
徳
太
子
伝
暦

正
法
寺
縁
起

聖
武
帝
御
剃
髪
俵
記

書

画

便

覧

諾
国
塁
人
談

糸
乱
紀

高
石
通
霜
著

享
傑
五
牢

享

保

二
十

隼

新

検

地

以

来

年

々

御

取

箇

一２一
’３一

－

」⊥



新
天
謙
卿

真
書
太
閣
記

地
郷
信
解
品

関
山
十
万
上
人
賂
縁
起

神
宮
寺
安
楽
院
縁
起

管
原
珪
縁
記

住

吉

旧

記

往
吉
神
社
神
代
記

住
吉
貞
享
薙
記

往
吉
筆
記

佳
吉
名
勝
図
会

寛
政
穴
年

世
事
百
談

山
崎
美
成
著

天
保
一
四
年

摂
摩
国
東
成
犬
阪
邑
石
山
城
略
記

嘉
永
元
年
写

摂
津
名
所
図
会
住
吉
郡

摂

陽

群

談

岡

田

漢

志

著

元
藤

一

四

年

摂
陽
落
穂
集

浜
松
歌
国
著

文
化
五
辱

泉
州
志

石
橋
直
之
著

元
薩

ニ
ニ
年

泉

州

信

田

白

孤

伝

泉
州
湊
村
天
満
夫
自
在
天
神
祠
縁
起

全
界
詳
志

高
志
芝
巖
著

高
志
養
浩
補

饒
鉄
縁
起

犬
徳
寺
佳
持
籍

犬

目
本

商
業

史

菅

沼

貞

風

薯

明

治

二

六

年

犬

目
本

史

大

目
本

史

料

東
京

帝

圏

夫

学

編

犬

日

本

人

名

辞

書

明

治

三

三

年

茅

海

新

聞

明

治

三

二

年

乳
守
杜
由
来
起

茶
考
抄

茶

の

湯

葉

・

長
泉
寺
縁
起

超
善
寺
縁
起

珍
希
記

手

鑑

＾
延

宝

・
享

保

・
延

享

・

宝

暦

・

寛

政
）

鉄
砲
記

天
諌
組
略
記

天
保
三
十
穴
年
家
絶
句

候
承
記

安
達
信
五
郎
氏
蔵

南

海

鉄

道

案

内

明

治

？

年

難
汰
丸
綱
目

廷
享
五
年
ボ
享
和
元
年

’’
’・

一

浪
花
軍
記

南
狩
録

目

隆

夫

聖

人
一

代

酪

記

目

本

外

史

頼

山

陽

箸

圓
本
教
甫
資
料

文
部
省
蔵
板

明
治
二
三
年

圓

本

釈

名

貝
原

篤

信

著

元

藤

二
二

年

目

本

杜

会

事
彙

明
治

？

年

圓
本

書

紀

目
本

書

紀

通

証

谷

川

士

清

著

宝

暦

一

二

辱

目

本

箏

物

起

原

．
明

治

？

年

目
本

戦

史

参

謀

本

部

編

明
治

三

〇

年

目
本

惣

国

風

土

記

目

本

美
術

画

家

人

名

詳

伝

樋

口

文

山

編

．

明
治
三
四
年

目

本

名

家

人

名

詳

伝

明
治

？

年

目
本
名
勝
地
志

野
崎
左
文
編

明
治
二
九
年

目

本

輿

地

通

志

畿

内

部

関

祖

衡

並

河

永

共

編

．

一

享

保

一

九

辱

目

本

酉

教

史

太

政

官

翻

訳

係
訳

明
治

一

一

年

目
本
歴
史
辞
典

明
治
三
五
年

譜
逸
話

博

覧

会

彙

報

明

治

三

穴

年

？

泉
州
堺
長
谷
寺
縁
起

八
幡
宮
本
記

八
幡
大
菩
薩
御
遺
跡

八
幡
犬

菩
薩
御
縁
起

阪
堺
鉄
遺
経
歴
史

梅
園
考

秘
事
襲

悲

田

院

縁

起

船
待
神
杜
縁
起

仏
心
歴
代
師
承
伝

武

用

弁

略

方
違
宮
縁
起

本
受
寺
過
去
帳

本
朝
軍
器
考

新
丼
君
美
薯

享
保
七
年

本
覇
人
物
叢
伝

本
朝
神
杜
考

林
羅
山
薯

本

朝

世

箏
談

縛

菊

岡

浩

涼

著

享

保

一

九

年

墨
江
紀
略

黙
雷
室
薯

享
保
二
年

－５一



湊
村
記
録

妓

法

寺
縁

起

、

都
絵
馬
鑑

妙
国

寺

歴

代

総

旨

口

宣

案

明

治

国

民

亀
鑑

明

治

？

年

明

治

歴

史

明

治

？

隼

百
舌
鳥
神
社
縁
起
書

文

珠

四

郎

染

附

暖

簾

化

鉄

斎

刀

子

著

有
楽
館
記

養
浩

界
鐙

来
迎
寺
縁
起

浪

螢

集

天

保

八

年

？

荊
歌
名
所
遺
考

和

漢

竺

才

図

会

寺

島

良

安

編

和
漢
年
契

寛
政
九
年

和
訓
六
帖

文
政
初

一６ｉ

宗

堺

史
、
料

類

纂

総

目

次

教

一

神
社
一

基
教

神
社
総
論

（
統
計

歴
年
起
算
表
そ
の
他
）

神
杜
各
論

一 一
、

開

口

神

社

二
、

菅

原

神

社
、

錦

翁

天

神

（
梅

翁

寺
）

ニ
ニ
、

市

戎

社
、

本

戎

社

四
、

方

違

神

社

五
、

向

丼

神

社

（
東

原

大

明

神
）

六
、

神

明

神

社

（
新

地
）

七
、

高

須

禰

荷

神

社

八
、

湊

村

天

神

社

九
、

小

澗

－

癒
神
社

（
湊
村
）

２

乳

守

宮

３

久

之

森

稲

荷

４

如

意

明

神

社

５

琴

平

神

社

宗

十
、－

廃

社

叉

は

含

傍

ニ

ナ

リ

シ

モ

ノ

．

一

－一

熊

野

王

子

社

２‘

神

明

神

社

（
神

明

啄
）

３．

稲

荷

神

社
．
（
箪

之

町
）

４一

神

明

宮

（
犬

小

路
）

基

替

教

と

堺

（
中

投

末

に

於

け

る
）

神
宮
奉
斎
会

教

二

神
社
二

神
社
各
論

一
、

佳

吉

犬

神

宮

二
、

石

津

神

社

三
、

大

鳥

神

社

四
、

高

石

神

社

信

田

大

明

神

ノ

社

五
、

舷

松

神

栓

（
九

艘

明

神
）

六

、

小

社
．

１．

三

宝

村

松

屋

新

囲

氏

神

及

社

弘

全

山

本

新

囲

氏

神

及

社

谷

全

南
嶋
新
田
氏
神
及
社

。

４一

蜂

田

神

社

一７・



宗宗

６． ５．

陶

荒

田

ノ

杜

犬
依
羅
補
杜

教

、
三

寺

院

一

寺
院

総

論

」（
堺

寺
院

歴

年
表

寺
廃
各
論
一

一
、

天

台

家

光
沢
寺

智
禅
寺

二
、

真

言

宗

、

観

月

院

発

光

院

東
光
寺

商
泉
寺

犬
福
院

重
楽
院

三
、

融

通

念

仏

宗

林
昌
寺

来
迎
寺

四
、

時

宗

引
接
寺

金
光
寺

教

四

寺
院
二

寺
院
各
論
二

一
五
、

浄

土

宗

名
称
位
置

統
計
一

光
明
院

安
楽
院

塩
穴
寺

干
蔵
院

長
谷
寺

長
楽
寺

宗

弁
順
寺

阿
彌
陀
寺

宝
泉
寺

延
命
寺

長
泉
寺

＾
南
十
萬
）

犬
阿
彌
陀
経
寺

（
旭

蓮
杜
）

正
法
寺

長
徳
寺

生
善
寺

壺

樹

寺

玉

円

寺

安

養

寺

了

覚

寺

極

楽

寺

超

善

寺

西

向

寺

浄

信

寺

誓
源

寺

遍
照
寺

本
願
院

誉
長
寺

超
願
寺

専
修
寺

犬
善
寺
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鍛

治

家
鉄

玉

屋

吉

兵

衛

趨

陶

斎

津

川

右
橡
門
尉

滴

水
－
禅

師

等

誉

土

佐

光

起

土
陸
光
純

土
隆
た
則

土
虚
光
吉

甫
竹

三
宅
寄
斎

和
固
益
斎

鈴
野
小
山

渡
辺
重
春

小

田

清

雄

三

味

線

茶

屋

榛

遊
女

町

．
卯

之

葉

女

花

摘

の

喝

歌

芝

屠

理

総

説

－

和

泉

園

犬

鳥

郡

の

部

山

川

池

沼

井

戸

村

里

関

梁

堺

地

理

考

堺

に

関

す
る

統

計

芝

屠

出

火

船

年

寄

戎

嶋

湊

内

疎

通

献

土

物

導

の

事

地
名
境
域
形
勢

堺
地
名
の
起
困

堺
溝
の
名
称

堺

泉

州

摂

州

両

属

の

説

」

堺

境

域

延
專
及
享
和
似
堺
境
域

地
位
及
形
勢

堺

の

地

理

堺
市
の
位
置
形
勢

北
荘

南
荘

泉
北
泉
南
両
郡
海
村
名

市

街
徳

川

家

康

境

の

而
街

を

再

造

す

文
苑江

戸

→ ４一

ζ
了

錦

綾

の

町

名

起

困

麹

位
｝
形
鋤
刃
の

治

革

－

西
郷
家
役
石
銀
帳

一
寛
政
十
一
年
十
月
）

堺

南

北

東

西

申
喝

町

名

独

遺

案

内

＾
弘

化

四

年

五
月
）

堺
町
名

市

中

閥

敷

之

事

－

三

ヶ

村

農

人

町
表

側

間

数

河

川

橋

梁

附

丼

戸

河
川犬

和

川

新

堀

川

犬

和

川

開

襲

並

二

架

橋

大
和
川

＾
延
享
五
）

犬
和
川

新
大
和
川

大

和

橋

新

川

普

講

大

和

川

の

箏

東

堀

川

の

事

堀

川

の

事

並

二

御

影

山

の

撃

新

堀

川

＾
延
享
五
）

御
影
山
築
造

橋
梁橋

梁

架

設

の

年

代

位

置

等

千

歳

橋

架

換
に

関

す

易

古

記

録

犬

和

橋

少

林

寺

橋

栄

・

旭

・

勇
橋
架
設
命
名

丼

戸

∴

∵

㌧

、
、
－

∴

二
．
∵

∵

」
∴

．

一

堺

区

雨

街

の

丼

戸

試

臓

報

告

堺

而

邑

の

井

水

堺

市
街

井

水

改

良

考

接

堺

の

名

井

口

碑

集
堺
海
船
港
附
近
神
宿
材
之
沿
革

小

桜
・
阿

名

称

の

起

源

錦

之

阿

の

銀

杏
大
木

の

事

桜

之

町
名

称

の

起

源

堺

の

豪

商

大

阪

へ

引

越

之

箏

木

村

長

門
守

の
末

孫

燭
硝

屋

と

な

る

七

堂

の

七

不

恩

議

古

文

書

の

所

在

聞

合

蕃

浅
香
山

葦
原
浜

行
在
所
附
神
鼠
奉
斎
会

占

ノ

辻

朴

津

戒

島

大

浜

公

園

地

痂

羅

繍

七
堂
浜

塩
風
呂

宿
院

新
地

高
須

玉

横

野

乳

閥

山

戸

立

野

殴

馬

場

虎

子

石

長
塚
山

長
山

舳
松

（
九
艘
小
路

九
本
松
）
喜
〕

半

井

家

ノ

隠

宅

飯
匙

堀

目
Ｈ
口

筋

三

国

鷹

湊
村

大

和

川

襲

由

茨

．

山

ノ

ロ

筋

→ ５一



地

理

二

港
湾
及
波
止

港

湾

堺

犬

浜

の

変

遷

堺
新
水
門

港

湾

修

涙

並

二

石

堤

工

事

に

関

す

る

記

録

堺
港
の
濫
確
榊
＾
吉
川
懐
右
衛
門
之
事
蹟
）

吉

川

儀

冶

衛

門

小

伝

吉
川
鐘
右
衛
門
港
湾
凌
藻
関
係
書
類

湊
普
請
願
一
件

江

戸

表

江

御

窺

之

節

相

改

書

上
候

願

書

最

初

願

立

よ

り

手

続

書

上

御
窺

之

節

御

召

二

砺

御

答
書

貸
付
地
図
坪
数
見
込
書
上

証

人

に

御

尋

書

之

控

＾
以

上

寛

政
元

隼
）

羽

倉

櫨

九

郎

様
御

見

分

御

改

之

節

証

人

共

御

召

御
尋
請
書

湊
堀
諸
八
用
積
書
上
榛

＾
以
上
寛
政
二
年
）

朱
引

通

築

立

地

繭

追

々

出

来

可

有

之

地

子

銀

辱

限

を

以

申

上

侯

様

江

戸

表

よ

り

被

仰

渡

候

二

付

願
書

地

願
御
苑
之
節
御
講
書

＾
ル
上
寛
政
三
辱
）

南
新
川
書
上

借

用

銀

二

付

願

書

＾
以

上

寛

政

四

年
）

御
拝
侍
請
切
地
所
御
引
渡
願
遊
地
面
二
付
取
計

一
件
願
書

凄
普
請
留

＾
以
上
寛
政
穴
年
）

褒
美
講
書

（
寛
政
七
辱
）

堺
港
湾
埋
立
工
箏
費
補
助

所
カ

石

垣

間

数

港
湾
飽
図

波

止
波
止
増
築
並
煽
台
建
築
之
始
末

堺
波
止
増
築
始
宋

石

堤

波

戸

＾
延

享

五

年

・

享

和

元

辱
）

理

三

新

地
新
地
の
状
況

新

地

再

興

の

こ

と

嘉
永
三
年
新
地
拝
借
地
面
再
改
野
帳

一１６ｉ

新

地

の

変

遷

魏
便
電
信
電
話
鉄
道
人
力
車
旅
館
里
程

堺

郵

便

電

信

局

業

務

沿

革

誌

堺

電

話
交

換

支

局

（
電

話

の

状

況
）

堺
而
の
電
話
近
況

阪
堺
鉄
道
浴
革

堺
停
箪
揚

犬
和
川
停
章
場

湊
停
章
場

南

海

鉄

遭

堺

駅

よ

り

喬

名

所

へ

の
人

力
車

賃

族

館

，

堺

夫

小

路

よ

り

喬

地

へ

の

堅

程

堺

よ

り

紀

州

へ

の

遺

程
そ

の

他

岸

和

田

よ

り

所

友

へ

舟

路

夫

小

路

新

醐

口

よ

り

諸

遣

程

人

口

戸

数

及

牛

馬

般

数

堺

人

回

戸

数

堺

阿
数

及

人

口

堺

家

数
、

人

数

（
元

藤

六

年
）

・

牛

馬

般

数

先

規

並

馬

数

堺

惣

般

数
一
＾
延

享

五

辱
）

地
物

産
泉

州

名

品

一

休

和

尚

の

鳥

扇

堺
の
胡
瓜

蛤
＾
細
川
十
州
の
詩
）

金

魚

の

将

来

金

魚

の

変

遷

郡

山

金

魚

の

話

災

異
堺
の
地
震

嘉
永
七
年
大
地
震
の
紀
念
碑
文

天

文

・

文

化

両

匿

の

港

水

応

安

以

来

堺

の

火

災

応

永

の

兵

火

文

政

十

年

の

火

災

慶
庵

四

年

堺

錦

之

町

焼

の

犬

酪

明

治

の

火

災
・
＾
新

地

焼

ケ
、

具

情

焼

ケ
、

御

坊

焼
）

天
保
三
牢
の
千
魅

堺

犬

阪

二

赤

砂

及

白

毛

降

ル

堺

二

関

ス

ル

天

文

隼

間

の

記

事

抄

理

四

一
ノ

名

所

旧

蹟
一

堺

姦

蟻

一
乳

章

調
一
甲
ノ
鶏

附
馬
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堂

琵
神
堂

戎
嶋
観
晋
堂

善
法
寺
並
龍
神
堂

堺
王
子
ノ
杜

高
野
堂

首
載
地
蔵

宿
院

名

越

浜

開

日

の

事

九

艘

小

路

附

九
本

松

＾
舳

の
松
）

塩

楓

呂

目

日

町
・

三

国

街

（
三

園

山

上

条

柳

疲

詩
）
、．

占

の

辻

堺

浦

＾
夫

木

集
）

犬
浜
公
園

堺
魚
而
場
の
濫

鵡

魚
雨

旭
館

，
北

犬

浜

疲

原

浜

七

堂

継

嶋

躍

念

仏

七

慶

＾
七
道
）

浜

高
須

高
須
の
遊
廓
の
迩

戒
嶋

戎

嶋

水

茶

屋

．
戒

杜

券

鯛

茶

屋

戎

嶋

紀

州
屋

攻

浅
香
山
明
綱
帳

浅
香
山
歯
緒
書

浅
香
山

諸
役
宛
許
之
写

浅
香
山
轟
文

（
狐
塚
に
稲
荷
堂

建
築
之
箏
）

浅
香
叫
高
反
別

浅
香
丘

稲
荷
祠

浅
香
溝

戸
立
野

玉
横
野

横
野
郷

＾
玉
横
野

郷
）

朴

津

郷

朴

津

塁

朴

津

（
朴

津

等

の

旧

蹟
）

遠

里

小

野

＾
極

楽

寺
）

海

船

の

館

（
梅

翁

寺
）

山

の

日

筋

場

藷
官
衛
の
位
置

趾

高

林

寿

の

位

置

名

井
海

会

寺

丼
．

金

寵

丼

の
碑

文

無

量

水

半
井
卜
庵
の
狂
句

殿
馬

並

松

町

大

内

義

弘

の

城

虎
子
石

金
龍
水
の
来
由

聾
井

向
井
領
井

金
龍
水

飯

匙

池

地

飯

匙

堀

凡

人

中

家

所
四
所
墓

四
所
之
三
昧

風

聞

穴

宥

衛

門

尉

之

墓

石

（
在

柳

之

町

西

二

丁

月
蔵
寺
）

在

月

蔵

事

の

汚

構

（
犬

野

遺

見
）

古

塚

（
紹

鶴
、

牲

丹

花
、

遺

陳
、

蓮

如
、

三

好

因

州
、

大

内

義

弘
、

風

間

穴

左

衛

門

墓

の

所

在
）

高

志

養

潜

の

墓

＾
在

爾

半

概

宗

善

寺
）

一

理

五

地
理
拾
遺

和
泉
霞
一

総

説
建
置
治
革

租
税

祥
異

風
俗

和
泉
監
設
置

山誰
州
域

郷
各

氏
族

秒

勝

．

国

名

の

起

因

．

．

藩

封

，

大

鳥

郡

（
郡

名

の

起

因
、

氏

族
、

郡

出

身

の

人
物

一！８一

等
）

和

泉

園

の

風

土
、

建

置

沿

革

稲

泉

国

号

の
姶

り

、
．

和
泉

周
〃

起

順

並

．一

茅

濠

海
、

同

建

置

浴

革

和

泉

国

の

位

置
、

地

勢
、

沿

革
、

物

産
、

堺

而

＾
位

置
、

名

勝
、

杜

寺
）

犬

鳥

郡

＾
位

置
、

郡

名

の

起

源
、

地

勢
、

陵

墓

．

社

寺
、

名

勝
一

泉

郡

（
全
）

蜂

田

の

郷

家

原

村
、

雨

村
、

躍

尾

村
、

下

田

村

深

井

の

荘

毛
須

の

荘

↓
⊥
師

村

百

済

村

直

厩

村

圓
置

村

石

淳

茅

淳
珍
努
海

茅

茅

山

茅

之
来
由

茅

宮
遺

茅

浦

堺
郷

政

・
治

和

泉

監

、、

一

堺

の

名

称

の

起

因

∴

和

泉

量

冒

蟻

砂

口

讐
一
．^

天

平
｝

，

和
泉
｛
背
等
飢
蟹

（
天
平
神
護
）

和
泉
国
飢

＾
延
盾
）

下

破

内

舞

玉

を

淡

路

よ

り

痢

泉

に

移

す

＾
延

暦
）

和
泉
禺

電
を
降
ら
す

（
延
暦
）

和
泉
圏
請
幸
を
検
校
す

＾
弘
仁
）

河

内

和

泉

の

長
、

次

官

（
承

知
）

摂
津
霞
江
南
四
郡
を
和
泉
国
に
隷
す

（
天
長
）

和

泉

江

南

四

郡

を

摂
津

圏

に

還

附

す

＾
全
）

源

定

徳

遊

薦
、

飢

疫
、

四

匿

使

処

分

（
貞

観
）

飢

鐘

賑

総
、

班

田

検

校

調

飽

子

の
免

除

（
元

慶
）

和
泉
国
楊
梅
子
を
貢
進
す

和
泉
国
正
税
公
廠
備

和
泉
国
の
調

窟
内
省
庁
慶
の
修
築

（
長
元
）

和
泉
国
欝
翼
を
出
す

（
天
餐
）

■

和

泉

国

勘

文

兼

実

に

玉

泉

国

を

給

ふ

（
文

治
）
．

頼

朝

性

原

十

郎

左

衛

門

尉

義

運

を
紀

伊

和

泉

両

国

の
守
護
に
補
す

＾
文
治
）

後

烏

羽

上

皇

堺

の

王

子

肥

行

幸

す

（
建

仁
）
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川川

仁

．

川

．

ｎ

｝

…
…
■－ｉ

川

－
－

川
■
仙

宗

信

を

播

州

に

配

瀦

す

＾
建

久
）

守

護
隆

原

十

郎

左

衛

門

率

去

後
和

泉

紀

伊

両

国

を

院

＾
後

島

羽

院

カ
）

熊

野

詣

駅

家

雑

撃
と

な

す

和

田

助

家

を

し

て

和

泉

犬

歌

十

生

長

官

職

を

領

せ

．

し

む

一
建

武
一

雑
訴
決
断
所
牒

＾
和
泉
国
衛
及
守
護
所
）

（
建
裁
）

、

宮
内

丞

為

成

和

泉

黒

島

村

を

頓

す

＾
元

弘
）

施
門
経
光
和
泉
木
島
荘
地
頭
駿

＾
元
弘
）

雑
訴
決
断
所
再
牒

（
建
載
）

松
尾
寺
僧
徒
具
状

＾
建
蔵
）

松
尾
寺
僧
徒
具
状

＾
彊
武
）

明

人

朱

素

郷

来

朝

経

路
．

天

丈

の

和

泉

知

行

高
、

文

録

検

地

高

陶

器

風

主
、

社

寺

．

和
泉
国
寺
杜

泉
州
寺
珪
数

和

泉
国

寺

社

数

、

村

数

、

検

地

石

高

万

代

八

幡

宮

．
百

舌

鳥

神

社

縁

起

書

地

理

六

地
理
拾
遺

和
泉
霞
二

名
所
旧
蹟

和

泉

霞

旧

蹟

七
権
者

七
浦

七
郷

七
庄

七
谷

七
尾

堺

北

之

庄

麦

配

者

、

石

高

、

庄

匿

堺
寺
領
寺

宿
院

犬
仙
駿

尾
張
谷

腰
張
紙

壷
焼
塩

戒
の
宮

（
下
石
津
）

戎
腰
樹
の
石

（
下
石
濠
）

行

家

の

松

（
下

石

津
）

神

鳳

寺

今

丼

著

家

、

兼

平

城

跡

、

竹

カ

城

常

楽

寺

、

金
堂

跡

（
船

尾
）

泥

仁

清

公

城

跡

、

壼

犬

明

神

留
木

旅
｛
離
＾
留
木
）

は
ん
だ
壼

（
東
村
）

花
林
寺

＾
八
囲
寺
）

香
林
寺

（
南
深
井
）

万

代

八

幡

、

御

廟
塚

＾
西

村
）

■

老

山

、

一

路

の

手

鍋

乳

の
岡

山

＾
而
村
）

犬

鳥

郡

古

蹟

一

古
城
趾

廃
寺

和

泉

宮

翻

泉

の

圏

府

一２０一

慎

刊

摩
和
田

貝
塚

抹
菜

庵

二

休
）

一

路

庵
、

柳

魔

の
詩

犬
鳥
居
王
子

勢
至
塚

＾
臨
穴
附
近
）

信

太

郷

信

田

森

し

の

だ

の
星

小

林

山

蔭

涼

寺

篠

囲

王

子

取

石

ノ

池

（
信

太
）

上
野

＾
信
太
東
）

児
の
松

＾
上
野
原
）

高

師

の

浜

犬

王

寺

趾

高
師

の

浜

名

所

景

物

浜

寺

旧

跡

高

石

浜

の

事

浜

寺

公

園

浜
寺
停
車
場

鉾

塚

垂

の

横

野
、

横

野

郷

沖

津

の

浜

よ

し

み

の

塁

横

山

荊

泉

の

杣

飛

馬

風

月

似

雲

示

寂

ノ

地

依

網

池

＾
依

羅

漉
）

犬
伴
金
村
の
宅

駐
鮒
帝
塚
山

小
竹

富

＾
尾

井

村
）

行

家

の

松

．

乳

ノ

簡

山

＾
上

石

津
）

益

鏡

の

小

河

鋸

尾

村

の

旧

墓

家

原

の

城

趾

薦

庄
、
一
北

産

陵

墓
仁
徳
陵

反
正
陵

武
内
宿
彌
之
墓

野
見
宿
彌
之
墓

和
泉
式
部
古
蹟

俗

祭
礼
仏
撃

千
貫
橋

（
今
在
弘
）

履
伸
駿

土

師

村

附

近

の

墳
墓

王
仁
塚

（
乳

岡
）

祭

礼

仏

寿

歳

中
会

池

車

之

犬

喧

嘩

之

事

紀

州

大

川

円

光

犬

師

尊

像

堺

天

神

へ

入
仏

拾

蔭

ま

い

り

自

明

治

十
一

年
至

二

十

八

年
祭

礼

其

他

遊

毘
茶

慶

渡

世

差

止

の

触

龍

神

遊

廓

南
新
地

乳
守
の
植
女

御

田
稚

勤

所

歌

謡
耽

守

の
流

行

歌

遊

女

玉

野

の

作

詠

一２１一
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１

…
’
甘

特

殊

風

俗

，

徴
鮮
魚
売

口

碑

伝

説

聾
入
一
休

左

海

一

国

寺

絵

鰯

の

事

風

間

穴

宥

衛

門

の

事

出

刃

庖

丁
、

田

葉

粉

庖

丁

の

由

来

＾
晋
－、
文
擦

四

郎

の

銘

刀

の

事

鬼

の

喜

八

風

来

人

を

樹

藷

す
る

學

方

言

陸

平

次

の

起

り

藤

九

郎

妖

怪

屋

敷

に

佳

む

事

独
錨
藤
九
郎
悪
心
の
事

同

人

智

を

以

て

立

身

の

事

鼻

の

音

兵

衛

上

戸

の

一

数

起

講

を

続

福

穴

友

達

を

頼

拾

い

と

を
妻

に

す

る

事

偽

の

文

珠

四

螂

の

唐

出

し

仏

八

月

朔

目

の

事

呑

込

婆

に

参

会

の

事

福

六

勢

州

よ

り

帰

国

し

て

犬

評

議

の

事

き

い

女

天

罰

を
請

る

噛
し

政

堺

伊

賀

匿

庄

右

衛

門

の

娘

危

難

に

遭

ふ

箏

料

理

屋

の

尾

根
印

福
六

縁

談

を

断

は

ら

れ

身

を

隠

す

事

穂
穣
潜
太
郎
縁
組
の
事

か

ら

臼

ひ

や

う

し

家

原

寺

並

文

珠

の
由

来

浜

寺

石

地

蔵

の

不

思

議

を

看

破

す

る

箏

種

々

の

石

の

事

（
独
紡

石
、

舘

雲

石

等
）

菊

一

文

字

始

り

本

家

文

珠

四

郎

の

咄

し

（
懐

坂

の

由

来
）

釣

狐

狂

言

の

由

来

技

芸
武
野
紹
鶴

（
茶
人
）

北
向
遺
陳

＾
茶
宗
匠
）

予
の
利
休

趨
陶
斎

＾
書
家
）

治

一

総

説
間
匿
掛
り
諸
繋
控
帳

＾
寛
政
四
年
三
月
改
）

公
事
訴
訟
御
取
捌
帳

（
宝
暦
十
一
年
八
月
）

石

銭

取

様

法

並

御
勘

定

杜

上

格

附

石

銭

場
変

更

一２２’

政政政政

治

．

二

・

新

滋

方

御
伺

御

属

書

控

（
天

明

四

－

文

化

三
）

漁
場
争
議
訴
訟

（
寛
政
三
年
九
月
）

治

三

，

和
泉
堺
政
所
目
記

跡

部

山

城

守

勤

務

目

記

＾
天

保

五

－

九

年
）

堺

加

々

美

（
天

保

十

四

年

豆

閥

犬

輔

写
）

明

治

三

十

一

年

施

行

特

別

犬

演

習

関

係

記

録

治

四

歴
代
奉
行

（
堺
御
奉
行
御
在
勤
之
控

そ
の
他
）

代

官
、

与

力
、

同

心
、

番

所

役

人
、

石

銭

勘

定

方

維
新
当
初
堺
役
人

治

五
－

奉
行
所
堺
役
人
職
制

歴
代
領
守

奉

行

の
姓

名

及

ぴ

在

織

年

代

奉

行

屋
敷
、

諸

組

屋

敷
、

牢

獄
、

処

刑

場

一

奉

行

所

所

蔵

滴

器

御
番

所

漢

器

諸
欠
所
上
納
銀
之
事

地
子
免
除
之
事

御
救
米
一
件

帆
別
銀
徴
蚊

武
家
並
寺
院
慶
敷
地

演
劇
場

政
所

堺
奉
行
の
地
位

役

人
慶
敷
地

高
札
場

馬

借

会

所

珂
役
人
惣

年
寄

惣

代

職

事

垣
外

町
年
寄

町
代

掛
慶

維

新

当

初

町

役

人

船

辱

寄
、

茶

船

年

行

司
、

茶

船

惣

代
、

渡
海

組

頭
、

渡

海

惣

代
、

汽
船

組

頭
、

戸

籍
、

税

務

署
、

衛

生
、

慶

量

衡

検

定

所

一

犬

区

戸

籍

惣

計

表

堺
税
務
署
沿
革

隔

離
病

者

の

位

置

沿

革

等

慶
量
衡
検
定
所

廻
船
年
番

人
足
頭

’２３’



裁

判

所
、

刑

場
、

監

獄

裁

判

所

位

置

潰
革
、

刑

場

σ

位

置

石
川
五
病
衛
門
の
憩
房

堺

監

獄

支

署

沿
革

河

川

湊

藻
、

米

価

騰

貴

救

助

米
、

囲
籾

米

蔵

一

件

新

川

蛇

二

堺

雨

内

川

凌

藻

天
傑
隼
閻
米
価
騰
貴
救
牡
一
件

囲
籾
米
蔵
取
建
一
件

犬

扶

持
、

検

地
、

台

場

驚

築
、

幕

末

闇

係
、

断

片

犬
扶
持
状
之
写

台
場
建
築
年
代

断
片

（
人
名
附
一

載

乱
南
北
朝
時
代

織
豊
時
代

検

地

奉

行

並

に

年

代

幕

末

関

係

＾
暗

殺
、
・
械

書
）

戦
覇
時
代

湊
村
関
係
事
項

湊

村

の

独

立

湊

村

の

人

日

湊

村

に

六

尺

絵

高
掛

り
無

か

り

し

事

享

保

二

十

年

新

検

地

以

来

辱
々

御

取

箇

＾
申

筋

北

庄
、

湊
、

舳

松

村

之

分
）

（
参
考
）

天
繰
八
隼
五
人
組
御
仕
置
帳

（
下
石
津
村
分
）

県

治
堺
県
職
員
録

＾
明
治
七
年
）

堺
県
公

布
秩
録

＾
明
治
十
一
年
）

奉
行
政
治

堺
奉

行

代

々

名

乗

姓
名

表

天
諌
魁
の
事

一２４一

麦

那

国

使

入

勤

堺

の

旅

館

に

宿

す

米

村

権

右

衛

門

堺

に

来

り

生

鰯

を
買

ふ

文

書
三
好
義
長
書
翰

宗
久
手
書

農

政

、

政

」

治

一

一

木

、
，
・・

㌧
．
．

一

ド

、

∵

∵

ジ

．

■

政

治
．

改

冠

鳥
兎

記

（
自

大

化

元

年

至

元

録

元

年
）

政

治

上

の

関

繋

嵩
神

天

皇

皇
朝

歴

代

史

難
波
高
津
富

難
波
遷
都
高
台
望
燭

読
神
宮
皇
后
論
閥
答

仁
徳
天
皇

神
宮
皇
后
三

韓

征

服

新

羅

貢

船

ノ

記

難

波

長

柄

豊

騎

宮

用

明

天

皇

推

古

天

星

欽

明

天

皇

仁

賢

天

皇

元

明

天

皇

高

野

天

皇

銭

の

初

め

の

事

四

畿

内

の

凄

易

田

陵

戸

の

事

政

所

の

事

政
所

寄

人
の

事

。
時

頼

ノ

民

政

法

令

山

陵

の

事

兵

察

（
教

育
）

王

朝

時

代

の

こ

と

郷

荘

説

宮

の

塾

新

荘

園

ノ

禁

蘭

人

活

樋

法

朝

（
臣

社

寺

ノ

不

法
）

租

税

ノ

大

教

政

法

官

職

政

凄
執

塾

の

婁

教
育

（
中
興
）

銭
知
行
之
事

錘
知
行
之

凄

足

利

葎

府

の

政

暑

室

町

番

衆
の

薬

室

町

時

代

の

婁

室

町

簾

府

の

事

寺

社

奉

行

の

事

大

阪

文

久

二

戌

年

四

月

筑

前

人

平

野

二

郎

ヨ

リ

禁

庭

へ
奉

密

奏

候
上

書

ノ

専

大

阪

町

奉

行

の

事

水

越

ノ

改

革

銃

隊

操

練
行

ハ

ル

徳

川

蕊

府

法

、

｛

．

｝

宇

、

竈

正

亭

着
竿
脊
外
啄

畏
崎
争
行
の
事
．
大
坂
城
代

の

事

徳

川

幕

府

の

公

布

と

公

布

式

大

阪

目

仲

の

事

大

坂

在

番

の

事

慕

領

ノ

総

高

橿

額

老

中
の

事

卓

刀

同

心

の

事

旗

下

・
一
旗
本

の

事

町
牽

行

の

事

大

阪

城

番

・

大

坂

定

番

の

事

浪

螢

築

（
止

宿

人

届

出

ノ

件

町

人

百
姓

ノ

武

器

所

持

ラ

禁

ス

「
天
保

八

年
」

殺

人

罪

ノ

捜

査

官

令

「
天

保

八

年
」
）

公

武

合

体

論

起
ル

山

陵

奉

行

の

事
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蜂
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検
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蘭

人

再
告

戦

乱
神

武

天

皇

東

征
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銀

銅

輸

出

入

ノ

結

果

耶
蘇

教

厳

禁

並

二

鎖

禺

ノ

原

因

西

洋

文

物

伝

入

ノ

起

源

徳

州

家

康
大

船

ヲ

造

リ

テ

亜

米

利

加

二

発

航

セ

ヅ

ム

目

本

ト

西

南

洋

諸

禺

ト

ノ

交

渉
、

交

通

拳

歴

御

朱

印

船

航

海

大

船

の

禁

及

長

跨

一

港

を
輔

頭

と

定

む

承

杳

淳

組

人

貨

物

ヲ

収

ム
一．
荊

蘭

蔽

船
来

堺

汀

口

亙

市

ノ

制

限

貿

易

昂

外

交

志

稿

貿
易

繍

（
西

南

諸
扇

欧
羅
巴
及
亜
米
利
加
）

和
蘭

阿
棉
港

奥

国

ノ

来

南

ヲ

復

ス

爾
蛮

船

渡

来

天

主

教

伝
道

切

支

丹

伴

天

連

等

ヲ

礫

罪

二

処

ス

徳
川

家

康

公

ガ

切

支

丹
三

対

ス

ル

意

見

大

阪

ト

切

支

丹

和
蘭

商

船

周

本

二

渡

来

治

外

法

権

ヲ

許

ヅ

タ

ル

理

由

鎖

国

断

行
ノ

讃

情

貿

易

規

程

目

本

船
ノ

外

航

ヲ

禁

ヌ

会
所

貿

易

金

銀

貨

濫

出

麿

船
輸

出

入

箆

要

物

品

阿

蘭
虎

晒

入

津
覚

帳

白

帆

黒
船

外

国

交

通
業

上

工
業
総
説

堺

帝

の

工

業

一

班

工

業

各

説

一

酒

造
、

酒

樽

伸

閻

酒

運

上
、

酒

屋

敷

造

石

高

江

戸

積

酒

樽

荷

印
覚

並

二

分

量

酒

造

税

の

浴

葦

酒

造

税

延

期

願

並

二
達

酒

類

営

業

税

法

発

布

酒

橘

容

量

算

法

二

村

達

・２９一



Ｈ

自

家

用

料

酒

造

税

法

酒

造

人

心

樽
書

酒

造

税

則

に

ょ
る

申

請

様

式

酒

造

税

改

正

陳

情

書

提

出

津

引

滅
旦
里
歎

願

杜

氏

取
扱

規

程

譲

造

場

規

則

鳥

井

組

長

彰

功

記

念

式

正

副

組

長

及

常

議

員

改

選

常
議
員
会

組
合
叙
章

酒

造

組

含

規

則

役

員

会

評

議

員

会

全

園

酒

造

大

会

酒

造

組

合

聯

合

大

会

一

府

三

県

酒

造

組

合

聯

合

会

堺

酒

造

組

含

契

約

書

共

同

酒

造

場

歌

立

に

関

ず

る

件

堺

酒

仲

次

同

業

老

申

合

書

堺

芳

醇

会
、

堺

西

海

組

桶

樽

仲

聞

賃

ノ

件

検

査

立

会

人

ノ

件

酒

類

製

造

人

数

並

二

石

数

清

酒

造

石

一

覧

表

酒

造

業

の

実

況

酒

造

総

計

表

改

造

石

高

酒

造

統
計

（
明

治

三

十

四

年
）

清

酒

輸

入

地

及

石

高

月

別
表

工

清

酒

輸

出

地

及

石

数

並

二

地
売

一

覧
表

酒

石

伐

楯

場

毎

月

平

均

表

（
明

治

三

十

－

三

十

二
）

醸

造

用

水

（
明

治

二

十

七

τ

二

十

八

隼
）

駿
造
水
運
潜
賃
値
上
ノ
件

（
明
治
三
十
一
年
）

鳥

井

審

査

官

ノ

受
賞

各

地

に

於

け

る

共

進

会

等

の

受

賞

者

蛸
酒

会

の

受

賞

老

清

酒
献

納

打

件

試

験

所

の

移

転

酒

造

事

務

所

財

産

物

件

全

国

の

米

況

酒

家

潰

革

調

査

の

凄

議

員

当

選

（
明

治

二

十

六

年
）

酒
樽
屋
仲
間
申
合
判
形
帳

（
文
化
元
年
）

酒

樽

屋

仲

間

定

書

（
文

化

八

牢
、

十

年
）

業

中

工
業
各
説
二

庖
丁
鍛
冶

庖
丁
鍛
冶
仲
聞
記
録

庖

丁

東

京

積

打

物

閥

屋

組

合

申

合

規

約

鍛
冶
職
弟
子
職
働
差
止
其
他

出

銀

覚

書

田
葉

紛

庖

丁

播

州

江

出

店

仕

侯
に

付

申

合

名

前

簿

・３０一

工

多
棄
紛
庖
丁
鍛
治
名
前
帳

多

葉

紛
庖

丁

鍛

治

家
の

銘

仲
間
定
書

（
宝
暦
十
一
年
）

業

下

工
業
各
説
三

醸
造
業

堺

市

酒

樽

業

組

合

そ

の

他

製
糸
業

撰

糸

縄

そ

の
他

織
物
業

絹

問

屋

嶋

木

綿
繊

屋

毛

綿

問

屋

木

綿

茜

染

屋

堺

嵩

織

所

緒

布

現

銀

唐

堺

藷

繊

屋

錦
織

ノ

濫

鰺

綾

織

ノ

濫

麓

漢

繊

綾

金
禰

段
通
ノ
起
原

報
子

羅
及
紗

金
紗

金

紋

紗

明

様

ノ

好

絹

及

篠
絹

一

楽

織

縮

緬

銭

屋

織

ト

松

屋

織

足
袋足

袋

屋

仲

間

縫

職

申

合

帳

（
明

治

元

竿
）

御

触

承
知

印

形

帳

（
明

治

二

年
）

足

袋

縫

手

聞

賃
定

足
袋
仕
入
屋
仲
聞

鉄
砲鉄
砲
師

鉄
砲
台
繭

鉄
砲
金
具
師

銃
砲

金
物

鍛
治

庖
丁

御
方
庖
丁

出
歯
庖
丁

土
屠
ノ
原
鑑

加
賀
四
郎

刀
録
の
抄
記

履
物
類

毛

皮

草

履

の

濫

鰺

塗

木

履

雪

踏

金

翻

雪

踏
製

塩
、

製

紙

湊

壷
塩

湊

壼
焼

塩

角

塩

壼
塩

ノ

事

腰

張

紙

ノ

事

一

閑

張

紙

纐

工

湊

紙

陶
器湊

焼

陶

霧

濫

鰯

の

槻

略

湊

焼

行

基

焼

楽

焼

永
楽

焼

漆
器春
慶
塗

堺
春
慶

春
慶
焼

刀
叡
の
輸

竹

細

工

南

竹

茶

天
神

前

櫛

竹
細

工

大

安

寺

ノ

藪

竹

■３１‘



｛

Ｌ
［

－
－
｝

｝
川
「

．

｝
＝

雑

一

天
川

鳥

子

紙

助

松

屋

素
麺

打

栗

一

節

鼓

銅

瓦

節

か

ら

か

さ

師

鉄
飽
鍛
冶

鉄

炮

製
造

業

榎

並

伊

三
郎

小

伝

鉄
炮
鍛
冶

鉄
胞
記

鉄

炮

年

寄

鉄

炮

薄

丼

上

関

宥

衛

門

談

話

藷

記

堺

に

於

け

る

武

器

製

造

煉

瓦堺

市

煉

瓦
の

盛

衰

大
阪
窯
業
株
式
会
社
報
告
書

目

本

煉

瓦

株

式

会

社

略
沿

革

堺

燥

瓦

株

式

会

社

報

告

書

機

薬

（
紡

績
、

綴

通
）

堺

の

機

場

織

絹

来

由

之

巻

写

紡

績

所

始

輿

堺

紡

績
業

の

沿

革

堺
紡
績
会
社
略
沿
革

堺

名

産

堺

椴
通

商

事

歴

堺

綴

通

の

盛

衰

白

炭

商

諾
工
業

堺

電

燈

会

社

の

近

況

銃
駿
製
造

柴

谷

精

米

所

の

沿

革

日
慶

値

上
の

件

線

番

の

製

造

丹
製
法

湊
紙
漆
器

轍
の
製
造

堺

の

数

寄

麓

工

湊

鏡

の

起

原

堺

陶

轟

の

沿

革

業

上

“商
業
総
説

堺

の

繁

栄

銀

行

と

会

社

御

用

金

名

前

堺

港

移

出

入

晶

数

量

春
慶
塗

湊

焼

の

祖
先

隼

頭

諸

伸

間

御

礼

目

録

堺

富

豪

取

調

の

事

海

部

屋

宗
貞

遺

書

一３２’

・

商

業

各

説

取

引

所

株

式

会

社

堺
株

式

米

穀

取

引

所
ノ

起

原

沿

章

朱
座朱

座

の

事

糸
割
符

糸

貿

易

の

制

規

銀
座
家
覚
書

朱
塵
一
件

貨
物
一
法

銀

取

渡
ノ

通

エ

香

料

商

内

に

関

す

る

一

札

の

事

糸

割

符

申

合

帳

増

加

条

写

、
糸

年

寄

へ
申

渡

写

糸

割

符

玩

〆

被

仰

付

候
二

付

御

礼

並

諸

祝

儀

帳

唐

物
引

請

方

に

つ

き

覚

書

糸
割
符

繰

締

聞
屋

操

綿

間

格

録

尊

嶋

毛

綿

聞

慶

繰
綿

屋

波

止

築

立

出

銀

の

事

南

組

綿

屋

仲

直

立

堺

木

綿

に

就

い

て

木

綿

蘭

業

調

査

（
天

正

牢

間

－

明

治

三

十

四

年
）

綿

商
業

沿

革

調

査

（
明

治

三

十

四

年
）

商

米
問
屋
米

穀
間

慶

並

昌

仲

買

組

含

の

浴

章

業

中

総
説

（
含
工
業
）

京

大

坂

の

繁

栄

堺

商

業

工

産

惣

論

商

工

業

銀

行
、

会
社
．、

工

場

名

簿

（
明

造

二
十

三

年
）

堺
港
出
入
船
舶
表
及
輸
出
入
物
品
原
価

へ
明
治
三

十

三

年
）

商

業

老

種

別

及
工

業

老

種

別

（
明

治

三
十
三
牢
）

和
泉
志

摂
津

堺
商
の
産
物

堺

土

産
品

名

及

数
量

ノ

事

（
明

治
七

牢
）

出

入

品

大

略

土

産

統

計

書

堺
港堺

港

の

濫

膓

米
相
場

米
相
場
所

米
商
取
締
諸
件

大
阪
堂
島

呂
米

稿

場

ヲ

許

ス

薫
香伽
羅
況
香
間
屋

糸
割
符
糸
荷
廻
舟

往
害
糸
割
符
再
起
書
類

・３３・
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商

質

慶
、

古

手

慶

．

質

屋

年

審

古

手

屋

隼

寄

古

道

具

屋

年

寄

古

手

屋

薬
種名
薬

類

薬

種

株

主

自

粉

御

免

エ

ン

セ

ウ

屋

．

煙

管

屋

魚
業堺

魚

市

堺

及

高

石

魚

椅

場

京

都

御

用

海

漁

所

桜
鯛

芽
寿
鯛
ノ
講

前
魚

酸
州
煎
魚

沖
鱗

干

鰯

油

カ

ス

問

屋

貝

細

工

金

魚

履
物
商

履

物

商

々

業
調

査

（
明

治

十

年

－

三

十

年
）

雑
綿

油

相

場

会
所

附

木

屋

朱

座

青
物

間

屋

茶

煙

草

間

屡

鰯
掛

屋

間

屡

牢

寄

太

寺

餅

紅

葉

豆

腐

麿

渡

屋

セ

ソ

ベ

イ
．

鬼

煎

鎌

舶

松
瓜

．
識
瓜

業

下

商
業
各
説

魚

間

屡
．

魚

間

屋

申

買

に
係

る

達

（
安

政

六

年
）

魚

簡

慶

組

合

に

関

す

る

調

査

堺

魚

商

組

合

規

約

砂

糖

間

屋

規
定
一
札

規
定
帳

（
明
治
三
年
）

線

香

問

慶

薫

物

線

香

商
組

合

ノ

起

原

沿

革

肥
料

問

慶

肥

料

問

屋

仲

買

組

合

の

沿

革

油

間

屋

油

間

屋

に

関

す

る

件

材

木

及

薬

湯

樹

木

等

問

屋
株

御
免

願

之

件

薬

湯

願

書

（
明

治

元

隼
）

貿
易堺

の

人

常

珍

「
バ

テ

レ

ン
」

を

密

航

し

て
蘭

船

に

発

か

る

堺

浦

貿

易

に

歳

て

諸

書

の

引

用

堺

貿

易

史

論

．

…

“

・

、
ｈ

、
、

養

一
、

一

．

㌧

㌧

・

・

，

一

．

一

、バ淋
麓

簿

鋒
ポ
塞

・３４・

、
二

１

、

一

一

＾

・

｝

一

堺

古

音

外

国

と
■
の

交

易

場

た

り

し

事

一・

樽

覧

会
、

永

族

館

京

都

簿

覧

会

票

告

堺

市

水

族
館

水

族
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